
～中小企業支援委員会～

平成２８年２月２３日(火) 税理士法人ＨａｎＤｓ榎本事務所（榎本稔会長）にて、日本政策金融公庫
国民生活事業の池袋支店の行員様向けに、ＴＫＣ会員事務所見学会を開催しました。

・決算書が完成するまでの実務的な話を伺え勉強になりました。
・「会計で会社を強くする」という計画策定支援や経営助言を行っていることが理解できた。
・書面添付の仕組みが理解できた。融資判断の１つにしたいと思います。
・巡回監査によりきめ細かいサービスを提供しているこがわかりました。

日本政策金融公庫殿との連携は長い歴史があり、ＴＫＣマーク入った「決算書」として一定のご評価を
いただいておりました。今回、事務所見学会にお招きし、この「決算書」が作成されるプロセスをご紹
介しながら、下記のポイントを中心に「ＴＫＣのビジネスモデル」をご説明いたしました。

＜タイムテーブル＞
１５：００～１７：３０

１．本日の開催主旨・目的
２．当事務所の概要と特長
３．税理士とは（税理士と税理士法）
４．当事務所における巡回監査の実務①
５．当事務所における巡回監査の実務②
６．ＯＭＳを活用した所内管理等
７．質疑応答（参加者からの感想と質疑）
８．閉会挨拶 日本政策金融公庫
９．事務所内見学

声

会長 榎本 稔先生

【開催の目的】日本公庫殿の１５２支店を対象にＴＫＣ会員事務所の見学会を企画し、ＴＫＣ会員事務所が
実践する巡回監査、経営改善支援、モニタリングの支援、税務監査証明ともいえる書面添付制度について
ご説明し、地域における中小企業支援機関として、より深く連携する機会とする。（決算書作成の工場見
学と位置づけて、ＴＫＣシステムの活用の現場を確認いただく機会とします。）

ＴＫＣ会員の関与先は、翌月に最新の試算表が提供される！書面添付と記帳適時性証明書により信頼性が高い！

経営助言サービス ： ①巡回監査での経営助言、資金管理支援
②継続ＭＡＳによる予算作成、経営改善計画策定支援

ＴＫＣ会員の経営助言や計画策定を行っており、「会計で会社を強くする」企業の成長支援を現場で実践！

決算書の信頼性の向上： ①翌月巡回監査でどのようなことを行っているのか
②「書面添付」はどのようなものか
③「記帳適時性証明書」の見るべきポイントとなぜ第三者証明となるのか

ＴＫＣ会員は翌月巡回監査を実施し、書面添付、記帳適時性証明書により決算書の信頼性を高めるた
めのビジネスモデルを構築していることをお話いただきました。さらに、自計化により、会計データ
を業績管理、資金管理に活かしていくための経営助言を実践しているをご紹介いただきました。


